
発行者  まちだ結の里 広報 

第３号 

2015 年１２月１２日 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　     三者協働による里山再生を目指します.地元農家 行政 市民

NPO法人まちだ結の里
ゆいのさと

 

 

秋はイベントがたくさんありました、時系列で記載していきます。 

 

１） サツマイモ掘りイベント  

大久保さんが「１１月１６日～２７日市役所イベントホールでの展示、10 月 18 日小山田緑地散策＆落花生掘り、 

９月２７日芋掘りのイベント写真が撮られています。 大久保さんありがとうございます。 

 

 

２） 関東・水と緑のネットワーク拠点１００選に選択され講演会で紹介され、市役所訪問をしました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月 6 日市役所を訪問       10 月 3 日の講演会における記念写真 

 10/21 日の広報「まちだ」一面に掲載され散策者が増加しています。 



３） 11 月 8 日、キラリ町田へ出店しましたその時の様子です。写真は中尾 博氏の提供 

   

ブースで担当された方々、雨の中ご苦労様でした。 

「天候の影響？もあり人出や盛り上がりがいまいちの様でした。そんな中でも結の里のブースは、なかなかの盛況

でした。 テーマの一つ、まちだ結の里の活動内容も良くＰＲ出来たと思います。 

人材募集の方は、活動募集に誘導しましてもなかなか厳しい状況でしたが、中には希望持てる方も数名（４～５名？）

居られ期待したいです！」（雪下さん） 

 １２月２日に３名ほど来られていました。 

 

４） 稲刈を下記の日程で実施しました。 

（本年度の奈良ばい谷戸・東谷戸合わせた稲作の収穫量は 988.5 ㎏） 

 稲刈 １０月１０日 東谷戸 

 １０月１７日 奈良ばい谷戸 

 １０月２１日 奈良ばい谷戸 

 １０月２４日 東谷戸（谷合さんの田んぼ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １０月３０日 東谷戸 脱穀 

 １０月３１日 脱穀 東谷戸、奈良ばい 

  サツマイモ掘り 精舎学園園児 

 １１月５日  籾干し、キラリ町田準備 

 １１月６日  脱穀準備 東谷戸 

 １１月７日  脱穀 東谷戸 

 

 中尾さんが「結の里 2013-2015 年度稲作収穫量（籾）」の表をまとめてくださいました。 



 



芹沢さんが、サンプリングから、計量、まとめ、表作成まで行っていただき下記のようになりました。 

 

イベント、稲刈り、脱穀、精米、畑の作業と忙しい中での大変な作業ご苦労様でした。 

 

 



５） 孟宗竹林、真竹林の調査を実施 

計測の方法は、地面より１．５ｍのところにある節の周囲と関節の長さを計測、計測の単位は Cm で㎜まで計測

しました。 

孟宗竹林は、おおむね 1050 ㎡、その中を 10m 四方 100 ㎡を 2 か所選択し合計 200 ㎡を調査しました。 

2014 年は全ての竹  平均周囲 33.2 ㎝、平均節間 23.1 ㎝  67 本 

内 今年発生の竹 平均周囲 32.5 ㎝、平均節間 22.2 ㎝  14 本 

     古い竹 平均周囲 33.4 ㎝、平均節間 23.4 ㎝  53 本 

 200 ㎡で 67 本、1050 ㎡でおおよそ 427 本の総数と推測しました。 

2015 年は全ての竹  平均周囲 33.3 ㎝、平均節間 23.4 ㎝  68 本 

内 今年発生の竹  1 本  古い竹 67 本でした。 

孟宗竹林の利用として筍、竹炭に利用していますので、現状の本数で十分と考えられます。 

今のところ竹炭は竹林外の孟宗竹が利用されていますが、外部の竹の伐採が終了した時は筍と材での利用 

で残す本数について調整が必要です。 

孟宗竹林の周囲の竹穂垣の見栄えを良くできたらいいですね。 

 

 真竹林 面積を計測していないので総本数は推定しておりません、 

  2015 年孟宗竹林と同様の調査方法で調査、選定地区一か所 100 ㎡を 2 か所で 200 ㎡にあった総本数は 93 本 

平均周囲 13.2 ㎝、平均節間 25.9 ㎝という結果でした。 

現状真竹の利用は材としての利用しかしていません、一部筍の利用も可能です。 

近年の大雪で真竹の稈が曲がり材としての利用が難しい竹が増えています 

雪害をなくすためには、現状の倍程度の密度にして雪害が防げるのか試したい。 

胸高（地上 1.5ｍ）の周囲、節間は、竹の図鑑紹介の値に入っているようですが、太さについては、ばらつき 

が多く、材としての利用には統一性がなく向いていないようです。（太すぎたり、細すぎたり） 

竹の図鑑紹介の値では、周囲 5～12 ㎝、節間 15～20.9 ㎝ですが密度についての記述はありません。 

稲架掛けへの利用は最近便利な稲掛けがあり、大量使用の利用が少ない、可能であれば通路を区別するカン 

トリーヘッジとして利用していきたい、地上高は 30 ㎝程度とあまり目立たないが通路外への侵入を防ぐ方法 

として有効ではないでしょうか。（他の有効利用も考慮したい。） 

 

６） 奈良ばいの振り返り写真集 No3  桜井さんの写真を使用 （今回で振り返りを終了します。） 

 2005 年 11 月 12 日ごろの第 2 回の作業風景 （第 1 回は 10 月 24 日ごろで作業は無かったようです） 

 

現在のイヌザクラ広場あたりで鎌の使い方の注意を受けていま

す。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イヌザクラ広場、くずで囲まれた四角いものがある場所が現在イヌザクラ広場で体操をしている場所です。 

教わった鎌を持ち草刈りに立ち向かっているところです。 

 

一番下の池のあたりと思います。 

 

葦の原っぱ、足元の悪さがわかります。 

 

 

 

 

一番下の田んぼができる前の状態と思います。 

 

 

 

刈り払い機も使用して、ちょっと効率アップ。 

 

 

 

 

 



 

刈取った草、木の始末も同時進行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昼休みトトキ谷戸も、周りの広場、休憩所の場所も 

まだうっそうとしています。 

 

 

たぶん、作業終了に近い時間と思います。 

すごくきれいになって見渡せるようになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

当日出てきた沢蟹とカエルの写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニホンアカガエルではないかと思いますが違っていましたら連絡願います。 

 

第 3 回目の作業風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トトキ谷戸、木（多分ヤナギ）も生えています。 

 

よく見るとまだ畑で作物を作っていました。 

 

 

 

 


